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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月12日(2018.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｓ型ピオシンを含む、細菌性呼吸器感染症の予防または処置のための療法組成物であって
、該ピオシンが、肺投与により送達される、前記療法組成物。
【請求項２】
該感染性細菌が、シュードモナス・エルジノーサを含む、請求項１に記載の療法組成物。
【請求項３】
該処置されるべき対象が、細菌性肺炎を有する、または細菌性肺炎を発現するリスクがあ
る、請求項１または２に記載の療法組成物。
【請求項４】
該処置されるべき対象が、弱められた気道機能および／または弱められた免疫機能を有す
る、請求項３に記載の療法組成物。
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【請求項５】
該処置されるべき対象が、嚢胞性繊維症または慢性閉塞性肺疾患を患っている、請求項３
または４に記載の療法組成物。
【請求項６】
該対象が、癌患者またはうっ血性心不全もしくはＡＩＤＳに冒されている患者である、請
求項３または４に記載の療法組成物。
【請求項７】
該処置されるべき対象が、市中感染性肺炎、人工呼吸器関連肺炎または院内感染性肺炎を
有する、またはそれらを発現するリスクがある、請求項３－６のいずれか１項に記載の療
法組成物。
【請求項８】
該Ｓ型ピオシンが、Ｓ２、ＳＤ２、Ｓ５またはＡＰ４１標的化部分を含む、請求項１－７
のいずれか１項に記載の療法組成物Ｓ型ピオシンまたは方法。
【請求項９】
該ピオシンが、Ｓ５標的化部分を含む、請求項８に記載の療法組成物。
【請求項１０】
該Ｓ型ピオシンが、Ｓ２、ＳＤ２、Ｓ５またはＡＰ４１エフェクター部分を含む、請求項
１－９のいずれか１項に記載の療法組成物。
【請求項１１】
該Ｓ型ピオシンが、Ｓ５エフェクター部分を含む、請求項１０に記載の療法組成物。
【請求項１２】
該Ｓ型ピオシンが、Ｓ２、ＳＤ２、Ｓ５、ＡＰ４１またはＬ１ピオシンである、請求項１
－１１のいずれか１項に記載の療法組成物。
【請求項１３】
該Ｓ型ピオシンが、Ｓ５ピオシンである、請求項１２に記載の療法組成物。
【請求項１４】
２種類以上のピオシン類の組み合わせが該対象に投与される、請求項１－１３のいずれか
１項に記載の療法組成物。
【請求項１５】
該組み合わせが、Ｓ５ピオシン、Ｌ１ピオシン、Ｓ２ピオシン、ＳＤ２ピオシンおよび／
またはＡＰ４１ピオシンを含む、請求項１４に記載の療法組成物。
【請求項１６】
該組み合わせが、Ｌ１ピオシンおよびＳ２ピオシン；Ｌ１ピオシンおよびＡＰ４１ピオシ
ン；Ｓ２ピオシンおよびＡＰ４１ピオシン；またはＬ１ピオシン、Ｓ２ピオシンおよびＡ
Ｐ４１ピオシンを、場合によりＳ５ピオシンおよび／またはＳＤ２ピオシンとの組み合わ
せで含む、請求項１５に記載の療法組成物。
【請求項１７】
Ｓ型ピオシンを提供することおよび前記のＳ型ピオシンを肺投与のために配合することを
含む、細菌性呼吸器感染症の予防または処置のための医薬品を調製する方法。
【請求項１８】
療法組成物の対象への肺投与のためのデバイスであって、該組成物が、Ｓ型ピオシンを含
むデバイス。
【請求項１９】
吸入器またはネブライザーである、請求項１８に記載のデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
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　ある態様において、Ｓ型ピオシンは、Ｓ２、ＳＤ２、Ｓ５、ＡＰ４１またはＬ１ピオシ
ン、例えばＳ５ピオシンである。
　２種類以上のピオシン類の組み合わせが対象に投与されることが、望ましい可能性があ
る。組み合わせは、少なくとも２種類の異なる受容体特異性および／またはエフェクター
活性を有するＳ型ピオシン類を含むことができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　ピオシン分子は、上記で提供されたピオシンＳ２、ＳＤ２、Ｓ５、ＡＰ４１またはＬ１
の典型的な配列（それぞれＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１、７、１３、１８および２４）に対し
て少なくとも８０％の配列同一性、例えば少なくとも８５％、９０％、９５％、９６％、
９７％、９８％または９９％の配列同一性を有し得る。そのような分子は、それぞれＳ２
、ＳＤ２、Ｓ５、ＡＰ４１またはＬ１ピオシン類と記載されることができる。典型的には
、それらは、提供された典型的な配列と同じ受容体に結合し、同じ細胞毒性活性を有する
。Ｌｌピオシンは、典型的には１、２、３または４個の炭水化物結合モチーフを含み、そ
れは、それぞれが上記で示されたコンセンサス配列に従う。ある態様において、Ｌ１ピオ
シンは、上記のＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２４において下線が引かれた特異的な炭水化物結合
モチーフの１個、２個、３個または４個全部を含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　本発明は、上記の典型的な態様と合わせて記載されてきたが、多くの均等な改変および
バリエーションが、本開示を与えられた際に、当業者には明らかであろう。従って、述べ
られた本発明の典型的な態様は、説明的であり、限定的ではないと考えられる。記載され
た態様に対する様々な変更が、本発明の精神および範囲から逸脱することなくなされるこ
とができる。本明細書で引用された全ての文書は、参照により明確に援用される。
　非限定的に、本発明は以下の態様を含む。
　［態様１］　細菌性呼吸器感染症の予防または処置の方法における使用のためのＳ型ピ
オシンであって、該ピオシンが、肺投与により送達されるＳ型ピオシン。
　［態様２］　対象における細菌性呼吸器感染症の予防または処置のための方法であって
、Ｓ型ピオシンが、該対象に肺投与により送達される方法。
　［態様３］　態様１に記載の使用のためのＳ型ピオシンまたは態様２に記載の方法であ
って、該感染性細菌が、シュードモナス・エルジノーサを含む、Ｓ型ピオシンまたは方法
。
　［態様４］　態様１～３のいずれか１項に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該
処置されるべき対象が、細菌性肺炎を有する、または細菌性肺炎を発現するリスクがある
、Ｓ型ピオシンまたは方法。
　［態様５］　態様４に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該処置されるべき対象
が、弱められた気道機能および／または弱められた免疫機能を有する、Ｓ型ピオシンまた
は方法。
　［態様６］　態様４または態様５に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該処置さ
れるべき対象が、嚢胞性繊維症または慢性閉塞性肺疾患を患っている、Ｓ型ピオシンまた
は方法。
　［態様７］　態様４または態様５に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該対象が
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、癌患者またはうっ血性心不全もしくはＡＩＤＳに冒されている患者である、Ｓ型ピオシ
ンまたは方法。
　［態様８］　態様４～７のいずれか１項に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該
処置されるべき対象が、市中感染性肺炎、人工呼吸器関連肺炎または院内感染性肺炎を有
する、またはそれらを発現するリスクがある、Ｓ型ピオシンまたは方法。
　［態様９］　前記の態様のいずれか１項に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該
Ｓ型ピオシンが、Ｓ２、ＳＤ２、Ｓ５またはＡＰ４１標的化部分を含む、Ｓ型ピオシンま
たは方法。
　［態様１０］　態様９に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該ピオシンが、Ｓ５
標的化部分を含む、Ｓ型ピオシンまたは方法。
　［態様１１］　先行する態様のいずれか１項に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって
、該Ｓ型ピオシンが、Ｓ２、ＳＤ２、Ｓ５またはＡＰ４１エフェクター部分を含む、Ｓ型
ピオシンまたは方法。
　［態様１２］　態様１１に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該Ｓ型ピオシンが
、Ｓ５エフェクター部分を含む、Ｓ型ピオシンまたは方法。
　［態様１３］　先行する態様のいずれか１項に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって
、該Ｓ型ピオシンが、ＳＤ２、ＳＤ２、Ｓ５、ＡＰ４１またはＬ１ピオシンである、Ｓ型
ピオシンまたは方法。
　［態様１４］　態様１３に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該Ｓ型ピオシンが
、Ｓ５ピオシンである、Ｓ型ピオシンまたは方法。
　［態様１５］　先行する態様のいずれか１項に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって
、２種類以上のピオシン類の組み合わせが該対象に投与される、Ｓ型ピオシンまたは方法
。
　［態様１６］　態様１５に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該組み合わせが、
Ｓ５ピオシン、Ｌ１ピオシン、Ｓ２ピオシン、ＳＤ２ピオシンおよび／またはＡＰ４１ピ
オシンを含む、Ｓ型ピオシンまたは方法。
　［態様１７］　態様１６に記載のＳ型ピオシンまたは方法であって、該組み合わせが、
Ｌ１ピオシンおよびＳ２ピオシン；Ｌ１ピオシンおよびＡＰ４１ピオシン；Ｓ２ピオシン
およびＡＰ４１ピオシン；またはＬ１ピオシン、Ｓ２ピオシンおよびＡＰ４１ピオシンを
、場合によりＳ５ピオシンおよび／またはＳＤ２ピオシンとの組み合わせで含む、Ｓ型ピ
オシンまたは方法。
　［態様１８］　Ｓ型ピオシンを提供することおよび前記のＳ型ピオシンを肺投与のため
に配合することを含む、細菌性呼吸器感染症の予防または処置のための医薬品を調製する
方法。
　［態様１９］　療法組成物の対象への肺投与のためのデバイスであって、該組成物が、
Ｓ型ピオシンを含むデバイス。
　［態様２０］　吸入器またはネブライザーである、態様１９に記載のデバイス。
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